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日系ブラジル人子どもの生活課題
――自律をうながす支援の方策――






























































































































































































(2) 不就学の子どもの状況について (各項目で回答のあった選択肢の上位 3つ)
(出所) 文部科学省「外国人の子どもの就学状況等に関する調査の結果について (概要)」平成 21 年度
○調査結果 (抜粋)
(1) 就学者数等 (小・中学校別) (人)
表 1 外国人の子どもの就学者数等及び不就学の子どもの状況について
8,952小学校
773 (20.1%)38 (1.0%)494 (12.8%)2,547 (66.1%)3,852中学校
2,758 (21.5%)84 (0.7%)1,632 (12.7%)8,335 (65.1%)12,804合計
外国人学校等(注2)公立学校等(注1)






1,980 (22.1%)46 (0.5%)1,138 (12.7%)5,788 (64.7%)
(注 1) 公立学校等：国公私立小・中・特別支援学校 (小中学部)・中等教育学校 (前期過程) を指す。
(注 2) 外国人学校等：我が国に居住する外国人を専ら対象として我が国の小学校，中学校等の段階に相当
する組織的・体系的な教育を行う施設を指す。






























































































2010 年に多文化ソーシャルワーカーによる個別支援実績は，件数 134 人，166件で，個別支援
内容は，福祉 42 件，医療 19 件，在留資格 14 件，労働 13 件，教育 14 件，DV8 件，その他
































































































































































語で「みんな」を意味する) を開村した。相談受付数の内訳は，日本人 84名，ブラジル人 56
名，その他外国人 33名，不明 10名で保護申請をした件数が日本人 49 件，外国人 34件，決定



















































が，県内の中学 2 年生を対象として 1998年度から実施されている。興味のある職場を選び，
実際に働く体験を通して，働く場を見せて学習させようとする趣旨である。1995 年の阪神・
淡路大震災，1997年の神戸連続児童殺傷事件を機に始まっている。


























して，浜松市の協力のもと，浜松市在住のブラジル人住民を対象に，2009年 1 月 24 日〜2 月 13
日，経済状況の急激な悪化に伴い，ブラジル人住民にどのような影響が出ているかの実態調査を
行った。「がんばれ！ブラジル人会議」は 8つの団体 ((財) 浜松国際交流協会，浜松ブラジル協
会，ありがとう日本，ブラジルふれあい会，Grupo Esperanca，ブラジル銀行浜松支店，CAIXA
連邦貯蓄銀行日本駐在事務所，浜松市) からなり，経済危機により打撃を受けている外国人住民
を支援する目的で 2009年 1月 14 日に発足，2009年 3月 31 日までの期限で活動を行う。この会で
は，「ブラジル人実態調査」及び「情報提供」の事業を行うほか，支援イベントや救援物資の募
集・配布，を実施した。





を推進するための基礎資料として，2009年 12 月から 2010 年 2 月にかけて浜松市に外国人登録し
ている 16歳以上のブラジル人男女に対して，質問紙調査 (無作為抽出 5000名) と個別面談調査
(28名) による実態調査を実施した。調査受託者は池上重弘 静岡文化芸術大学文化政策部教授ほ
かである。
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